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このドキュメントの使用法

このセクションでは、システムの最新のファームウェアとソフトウェア、ドキュメ
ントとフィードバック、およびドキュメント変更履歴の入手方法を説明します。

■ 5ページの「Sun Blade X4-2Bモデル名」
■ 5ページの「最新のファームウェアおよびソフトウェアの取得」
■ 6ページの「ドキュメントとフィードバック」
■ 6ページの「このドキュメントについて」
■ 7ページの「サポートとトレーニング」
■ 7ページの「寄稿者」
■ 7ページの「変更履歴」

Sun Blade X4-2Bモデル名
名前は Sun Blade X4-2Bサーバーモジュールを識別します。

■ 1:アルファベットのXは x86製品を示します。
■ 2:最初の数字 4はサーバーの世代を示します。
■ 3: 2番目の数字 2は、プロセッサの数を示します。
■ 4:アルファベットの Bは、製品がブレードサーバーであることを示します。

最新のファームウェアおよびソフトウェアの取得
Oracle x86サーバー、サーバーモジュール (ブレード)、およびブレードシャーシの
ファームウェア、ドライバ、およびその他のハードウェア関連ソフトウェアは、定
期的に更新されています。

最新バージョンは次の 3つのうちいずれかの方法で入手できます。

■ Oracle System Assistant -これは、Sun Oracle x86サーバー用の、出荷時にインス
トール済みのオプションです。OSAは必要なすべてのツールとドライバを備えて
おり、ほとんどのサーバーに取り付けられているUSBドライブに格納されていま
す。

■ My Oracle Support – http://support.oracle.com

■ 物理メディアのリクエスト
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詳細については、『Sun Blade X4-2B設置ガイド』の「サーバーファームウェアおよ
びソフトウェアアップデートの入手」を参照してください。

ドキュメントとフィードバック

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Sun Blade X4-2Bサーバーモジュール http://www.oracle.com/goto/X4-2B/docs

X4サーバーシリーズのシステム管理 X4シリーズサーバー向けOracle x86管理ガイド
(http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/
docs)

Oracle System Assistant X4シリーズサーバー向けOracle x86管理ガイド
(http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/
docs)

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1 http://www.oracle.com/goto/ILOM/docs

Oracle Hardware Management Pack http://www.oracle.com/goto/OHMP/docs

シャーシ Sun Blade 6000モジュラーシステム http://www.oracle.com/goto/SB6000/docs

このドキュメントについてのフィードバックは http://www.oracle.com/goto/

docfeedbackからお寄せください。

このドキュメントについて
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で入手できます。情報はト
ピックに基づく形式 (オンラインヘルプと同様)で表示されるため、章、付録、およ
びセクション番号は含まれません。

特定のトピック (ハードウェア設置やプロダクトノートなど)に関するすべての情報
が含まれる PDFを生成するには、HTMLページの左上にある PDFボタンをクリック
します。

ドキュメントとフィードバック

Sun Blade X4-2B Oracle VMサーバーインストールガイド • 2013年 9月6

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E50704&id=SBYIGgnces
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E50704&id=SBYIGgnces
http://www.oracle.com/documentation
http://www.oracle.com/goto/X4-2B/docs
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs
http://www.oracle.com/goto/ILOM/docs
http://www.oracle.com/goto/OHMP/docs
http://www.oracle.com/goto/SB6000/docs
http://www.oracle.com/goto/docfeedback
http://www.oracle.com/goto/docfeedback


サポートとトレーニング
次のWebサイトに追加のリソースがあります。

■ サポート: http://support.oracle.com
■ トレーニング: http://education.oracle.com

寄稿者
主著者: Lisa Kuder、Ray Angelo、Mark McGothigan

寄稿者: Mike Ma、Qing-su Hu、Lu Wei、Cynthia Chin-Lee、Michael Tabor、Ralph
Woodley

変更履歴
次の一覧はこのドキュメントセットのリリース履歴です。

■ 2013年 9月初版。

変更履歴
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Oracle VMソフトウェアのインストールに
ついて

このセクションでは、Oracle VMソフトウェアとインストールオプションについて説
明します。

説明 リンク

Oracle VMインストールタスクの概要を表示し
ます。

9ページの「Oracle VMインストールタスク表」

Oracle VMソフトウェアについて説明します。 10ページの「Oracle VMの概要」

使用するインストール方法を決定します。 11ページの「Oracle VMのインストールオプ
ション」

Oracle System Assistantについて説明します。 12ページの「Oracle System Assistant」

Oracle VMインストールタスク表
次の表に、Oracle VMソフトウェアをインストールするための大まかな手順を示しま
す。

手順 説明 リンク

1 Oracle VMサーバーとインストールオプ
ションについて学習します。

10ページの「Oracle VMの概要」

2 Oracle VMサーバーのインストールオプ
ションについて学習します。

11ページの「Oracle VMのインストールオプ
ション」

3 Oracle VMサーバーをインストールするた
めにサーバーモジュールを準備します。

15ページの「Oracle VM Serverのインス
トールの準備」

4 使用可能ないずれかのオプションを使用し
てOracle VMソフトウェアをインストール
します。

21ページの「Oracle VM Serverのインス
トール」

5 Oracle VMソフトウェアの更新とOracle
VMサービスの管理を行います。

29ページの「Oracle VMインストールの完
了」

9



Oracle VMの概要
Oracle VMは、ユーザーが仮想マシン (VM)を作成して管理できる仮想化環境プ
ラットフォームです。これらの仮想マシンは同じ物理サーバーに存在しますが、独
立した物理サーバーのように動作します。Oracle VMで作成された各仮想マシン
は、それぞれ自分自身の仮想CPU、オペレーティングシステム、ネットワークイン
タフェース、およびストレージを備えています。

注 – Oracle VMのインストール済みバージョンを購入した場合は、『Sun Blade X4-2B
設置ガイド』に示された手順に従ってインストール済みソフトウェアを構成してく
ださい。

Oracle VMには次のコンポーネントが含まれています。
■ Oracle VM Server:仮想マシンとOracle VMエージェントの実行に使用するXenハ
イパーバイザをベースとした、軽量のセキュアな仮想化環境。

■ Oracle VM Agent: Oracle VM Server上にインストールされ、Oracle VM Managerと通
信し、Oracle VM Server、サーバープール、およびリソースを管理するためのWeb
サービスAPIが含まれています。

■ Oracle VM Manager:仮想マシンを作成して管理するためのユーザーインタ
フェースの役割を果たすWebアプリケーション。これには、仮想マシンの作成
(テンプレートを含む)、ライフサイクル管理 (配備、移行、および削除)、および
リソース管理 (.isoファイル、テンプレート、および共有ストレージリソース)が
含まれます。

このドキュメントには、Oracle VM Managerをインストールする手順は含まれてい
ません。Oracle VM Managerに関する詳細は、次を参照してください。
http://download.oracle.com/docs/cd/E20065_01/index.htm

サポートされているソフトウェアバージョンと更新

サーバーは、Oracle VMバージョン 3.2以上で使用できます。サポートされるオペ
レーティングシステムの最新のリストについては、次を参照してください。

https://wikis.oracle.com/

display/SystemsComm/Sun+Blade+Systems+Products#tab:Operating-Systems

サーバーに関する最新情報は、『Sun Blade X4-2Bプロダクトノート』で保持されて
います。プロダクトノートには、サーバーのハードウェアまたはソフトウェアの問
題に関する詳細な情報が記載されています。

このドキュメントの最新バージョン、その他のサーバー固有のドキュメント、およ
び関連ドキュメントは、http://www.oracle.com/goto/X4-2B/docsにあるサーバーモ
ジュールドキュメントライブラリでオンラインで入手できます。

Oracle VMの概要
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Oracle VMのインストールオプション
Oracle VMソフトウェアを単一のサーバーにインストールするか複数のサーバーにイ
ンストールするかを選択できます。このドキュメントの適用範囲は、単一
サーバーへのソフトウェアのインストールです。

単一サーバーへのインストール方法

次の表に、単一サーバーに使用できるインストール方法を示します。各インス
トール方法の手順は、21ページの「Oracle VM Serverのインストール」に記載され
ています。

メディアの配布方法 その他の要件

ローカルでの補助付きOSインストール –
Oracle System Assistantを使用します。

モニター、USBキーボードとマウス、USBデバイ
ス、およびOracle VM配布メディア。詳細は、
12ページの「Oracle System Assistant」を参照して
ください。

リモートでの補助付きOSインストール –
Oracle System Assistantを使用します。

リモートクライアントからOSAを起動するための
Oracle ILOMに対するネットワークアクセ
ス、Oracle VM配布メディア (リモートクライアン
トからアクセス可能なDVDまたは ISOイ
メージ)。詳細は、12ページの「Oracle System
Assistant」を参照してください。

ローカルでのCD/DVDドライブの使用 –
サーバーに接続した物理CD/DVDドライブを
使用します。

モニター、USBキーボードとマウス、USB
CD/DVDドライブ、およびOracle VM配布メ
ディア。

CD/DVDドライブまたはCD/DVD .isoイ
メージを使用するリモート – Oracle ILOMリ
モートコンソールアプリケーションを実行し
ているリモートシステム上でリダイレクト先
の物理CD/DVDドライブを使用します。

ブラウザを備えたリモートシステム、接続された
物理CD/DVDドライブ、Oracle VM配布メ
ディア、およびサーバーの管理ポートへのネット
ワークアクセス。

PXEイメージ – PXEサーバーにインストール
されたOSイメージを使用します。

OSイメージがインストールされた PXEサーバー。

複数のサーバーのインストールオプション

複数のサーバーへのソフトウェアのインストールには、Oracle Enterprise Manager Ops
Centerを使用できます。Oracle Enterprise Manager Ops Centerの使用方法について
は、次を参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/oem/ops-center/index.html

Oracle VMのインストールオプション
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Oracle System Assistant
■ 12ページの「Oracle System Asssistantの概要」
■ 12ページの「Oracle System AssistantのOSのインストールタスク」
■ 13ページの「Oracle System Assistantの取得」

Oracle System Asssistantの概要
Oracle System Assistantは、システムに組み込まれたUSBストレージデバイス上に
サーバーの一体部分として提供され、スタンバイ電源を供給すればすぐに起動でき
ます。この埋め込みのストレージデバイスには、サポートされるオペレーティング
システムおよびハードウェアを自分で選択してサーバーの使用を開始するために必
要なものがすべて含まれています。オペレーティングシステムのインストールメ
ディアを用意すれば、Oracle System Assistantでほかのすべてのものが提供されま
す。Oracle System Assistantのコンポーネントは次のとおりです:
■ 起動と保守のプロビジョニングタスク (OSのインストールタスクを含む)への
ユーザーインタフェースアクセス

■ オペレーティングシステムが使用するドライバとツール
■ サーバー固有のファームウェア
■ Hardware Management Pack
■ サーバー関連ドキュメント

関連情報:

『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド』 (http://www.oracle.com/goto/
x86AdminDiag/docs)

Oracle System AssistantのOSのインストールタス
ク
Oracle System AssistantのOSのインストールタスクは、Oracle VMのインストールに
役立ちます。OSインストールメディアを提供すると、Oracle System Assistantの手順
に従ってインストールプロセスを実行できます。サーバーのハードウェア構成に基
づいて、適切なドライバも取得します。

OSをインストールすれば、Oracle System Assistantを使用して、OSドライバに加えて
すべてのファームウェアコンポーネント (BIOS、Oracle ILOM、HBA、エクスパンダ)
を更新できます。

Oracle System Assistantにはローカルでもリモートでもアクセスできます。サーバーの
ハードウェアのインストールが終了した直後の場合、Oracle System Assistantを (物理

Oracle System Assistant
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的にサーバー側にいる間に)ローカルで使用することで、サーバーを迅速かつ効率的
に起動できます。サーバーの稼働後は、すべての機能を維持しながら、Oracle System
Assistantにリモートで便利にアクセスできます。

関連情報

■ 12ページの「Oracle System Asssistantの概要」
■ 13ページの「Oracle System Assistantの取得」

Oracle System Assistantの取得
ほとんどの場合、Oracle System Assistantは、サーバーにインストールされていま
す。サーバーにOracle System Assistantが存在するかどうかの確認方法、および更新
や復旧手順の実行方法については、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド』
(http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)を参照してください。

関連情報

■ 12ページの「Oracle System Asssistantの概要」
■ 12ページの「Oracle System AssistantのOSのインストールタスク」

Oracle System Assistantの取得
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Oracle VM Serverのインストールの準備

これらのトピックでは、Oracle VMサーバーをインストールするためのサーバーモ
ジュールの準備に必要なタスクについて説明します。

説明 リンク

ローカル、リモート、PXEインストールのため
の環境を準備します。

15ページの「インストール環境の準備」

必要に応じて、仮想ディスクを作成し、インス
トール用のブートディスクを設定します。

18ページの「仮想ディスクの作成およびブート
ディスクの設定」

システム BIOSの準備をします。 ■ 18ページの「BIOSブートモードの設定」
■ 19ページの「BIOSでのVT-dおよび SR-IOV
の無効化」

インストール環境の準備
使用するインストール方法に一致する手順を選択します。

■ 15ページの「ローカルインストールのセットアップ」
■ 16ページの「リモートインストールまたは PXEインストールの設定」

▼ ローカルインストールのセットアップ
ローカルインストールの場合、次を設定する必要があります。

■ サーバーUCPポートに接続されたマルチポートドングルケーブル。
■ DVD-ROMドライブ
■ USBキーボードとマウス
■ モニター

Sun Blade X4-2BとOracle VMソフトウェアについては、プロダクトノートを確認して
ください。

■ Sun Blade X4-2Bのドキュメントは、次で入手できます。
http://www.oracle.com/goto/X4-2B/docs

始める前に

1
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■ Oracle VMソフトウェアのドキュメントは次で入手できます。
http://download.oracle.com/docs/cd/E20065_01/index.htm

サーバーモジュールにOracle VMが事前インストールされていないことを確認しま
す。

サーバーモジュールにOracle VMが事前インストールされており、そのインストール
済みバージョンを使用する場合の構成手順については、『Sun Blade X4-2B設置ガイ
ド』を参照してください。

https://edelivery.oracle.com/oraclevmから Oracle VMソフトウェア ISOイメージを
ダウンロードします。

ダウンロードした ISOイメージを使用して、CD/DVDを作成します。

サーバーモジュールマルチポートドングルケーブルに次を接続します。

■ DVD-ROMドライブ (メディアからインストールする場合)
■ USBキーボードとマウス。
■ モニター

注 –ネットワークに接続されたサーバーのオペレーティングシステムを構成する際に
は、Oracle VM Serverで使用されている各ネットワークインタフェースの論理名 (OS
によって割り当てられる)および物理名 (MACアドレス)の指定が必要となる場合が
あります。

18ページの「仮想ディスクの作成およびブートディスクの設定」

▼ リモートインストールまたはPXEインストールの
設定
この手順では、次の用語を使用しています。

■ ローカルサーバーは、Oracle VM ServerまたはOracle VM Managerをインストール
する予定のあるサーバーを示します。

■ リモートコンソールは、Oracle ILOMリモートコンソール機能を使用してローカ
ルサーバーに接続されたリモートクライアントを示します。

■ PXEサーバーは、ローカルサーバーにインストールする PXEイメージをインス
トールするサーバーを示します。

リモートまたは PXEインストールの場合、次を設定する必要があります。
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次の手順
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■ (PXEインストールの場合)ローカルサーバーUCPポートへのマルチポートドング
ル。

■ DVD-ROMドライブ
■ USBキーボードとマウス
■ モニター

Sun Blade X4-2BとOracle VMソフトウェアについては、プロダクトノートを確認して
ください。

■ Sun Blade X4-2Bのドキュメントは、次で入手できます。
http://www.oracle.com/goto/X4-2B/docs

■ Oracle VMソフトウェアのドキュメントは次で入手できます。
http://download.oracle.com/docs/cd/E20065_01/index.htm

サーバーモジュールにOSがインストールされていないことを確認します。
サーバーモジュールにOracle VMが事前インストールされており、そのインストール
済みバージョンを使用する場合の構成手順については、『Sun Blade X4-2B設置ガイ
ド』を参照してください。

https://edelivery.oracle.com/oraclevmからOracle VMソフトウェアをダウンロード
します。

リモートコンソールを使用する場合は、次のデバイスをリモートクライアントに接
続します。PXEサーバーを使用する場合は、次をローカルサーバーに接続します。

■ DVD-ROMドライブ (メディアからインストールする場合)
■ USBキーボードとマウス。
■ モニター。

注 –ネットワークに接続されたサーバーのオペレーティングシステムを構成する際に
は、Oracle VM Serverで使用されている各ネットワークインタフェースの論理名 (OS
によって割り当てられる)および物理名 (MACアドレス)の指定が必要となる場合が
あります。

リモートコンソールを使用する場合は、Oracle ILOM 3.1のドキュメントに示された手
順に従って、Oracle ILOMリモートコンソールセッションを起動します。

18ページの「仮想ディスクの作成およびブートディスクの設定」
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仮想ディスクの作成およびブートディスクの設定
サーバーにインストールされているREMに応じて、Oracle VMソフトウェアをイン
ストールする前に、仮想ディスクを作成する必要がある場合があります。

■ Sun Storage RAID 6Gb/s SAS RAID REM HBA、(SGX-SAS6-R-REM-Z)がサーバーモ
ジュールに取り付けられている場合は、仮想ディスクを作成する必要がありま
す。

■ Sun Storage 6Gb/s SAS REM HBA (SGX-SAS6-REM-Z)が取り付けられている場合
は、仮想ディスクを作成する必要はありません。

詳細については、次を参照してください:『Sun Blade X4-2B設置ガイド』の「6. OSの
インストールためにサーバーモジュールドライブを構成する」

関連情報

■ 18ページの「BIOSの準備」

BIOSの準備
OSのインストールのためにサーバー BIOSを準備するには、次のタスクを実行しま
す。

■ 18ページの「BIOSブートモードの設定」
■ 19ページの「BIOSでのVT-dおよび SR-IOVの無効化」

▼ BIOSブートモードの設定
BIOSファームウェアは、レガシー BIOSとUEFI (Unified Extensible Firmware Interface)
の両方のブートモードをサポートしていますが、デフォルト設定はレガシーブート
モードです。

注 – Oracle VMは、現時点では、レガシーブートモードのみをサポートしていま
す。Oracle VMをインストールする前に、BIOSがレガシーブートモードに設定され
ていることを確認します。

BIOSモードがUEFIモードに設定されている場合は、次の手順を実行してレガ
シーモードに設定します。

サーバーの電源を入れます。

コンソールに POSTメッセージが表示されます。
1
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メッセージに注目し、プロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリ
ティーにアクセスします。
BIOS設定ユーティリティーのメイン画面が表示されます。

BIOS設定ユーティリティーで、左右の矢印キーを使用して「Boot」画面に移動しま
す。
「Boot Menu」画面が表示されます。

下矢印キーを使用して、「UEFI/BIOS Boot Mode」フィールドを選択します。

Enterキーを押し、上下の矢印キーを使用して「Legacy BIOS」オプションを選択しま
す。

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10を押します。

21ページの「Oracle VM Serverのインストール」

▼ BIOSでのVT-dおよび SR-IOVの無効化
Oracle VMを使用する前に、BIOSでVirtualization Technology for Directed I/O (VT-d)を
無効にする必要があります。これは、Oracle VM 3.2で入出力メモリー管理ユニット
(I/O MMU)がサポートされていないために必要です。さらに、Oracle VMを使用する
前に、BIOSで SR-IOV (Single Root I/O Virtualization)も無効にする必要があります。

BIOSでVT-dおよび SR-IOV設定を無効にするには、次の手順を実行します。

サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。
たとえば、サーバーをリセットします。

■ ローカルサーバーのフロントパネルにある電源ボタンを (約 1秒)押して
サーバーの電源を切り、もう一度電源ボタンを押して電源を入れます。

■ Oracle ILOM Webインタフェースから「Host Management」 >「Power Control」を
選択し、次に「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ Oracle ILOM CLIで reset /Systemと入力します。

BIOSブート画面が表示されます。

BIOSブート画面でプロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリ
ティーにアクセスします。

しばらくすると、BIOS設定ユーティリティーが表示されます。

右向き矢印キーを使用して「IO」メニューに移動します。
「IO」メニュー画面が表示されます。
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上矢印キーと下矢印キーを使用して、「IO Virtualization」メニューオプションに移動
して、Enterキーを押します。
「IO Virtualization」メニューが表示されます。

上矢印キーと下矢印キーを使用して、「VT-d」メニューオプションに移動し
て、Enterキーを押します。
「VT-d」ダイアログボックスが表示されます。

「VT-d」ダイアログボックスで、上矢印キーまたは下矢印キーを使用し
て、「Disabled」を選択し、Enterキーを押します。
「VT-d」オプションが無効になります。

上矢印キーまたは下矢印キーを使用して、「SR-IOV」メニューオプションに移動し
て、Enterキーを押します。
「SR-IOV」ダイアログボックスが表示されます。

「SR-IOV」ダイアログボックスで、上矢印キーまたは下矢印キーを使用し
て、「Disabled」を選択し、Enterキーを押します。
SR - IOVオプションが無効になります。

ESCキーを押して、「IO」メニューの最上位レベルに戻り、BIOSを保存して、終了し
ます。

21ページの「Oracle VM Serverのインストール」
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Oracle VM Serverのインストール

手順 説明 リンク

1 Oracle System Assistantを使用してOracle
VM Serverをインストールします。

21ページの「Oracle VM Serverをインス
トールする (Oracle System Assistant)」

2 ローカルまたはリモートのインストール方
法を使用して手動でOracle VM Serverをイ
ンストールします。

25ページの「Oracle VM Serverのインス
トール (手動)」

▼ Oracle VM Serverをインストールする (Oracle
System Assistant)
Oracle System AssistantのOSインストールタスクは、サポートされているバージョン
のOracle VM Serverの補助付きOSインストールを提供します。

■ 15ページの「Oracle VM Serverのインストールの準備」の手順を実行します。
■ ローカルインストールの場合は、プロンプトが表示されたら、接続された物理

CD/DVD-ROMドライブにインストールメディアを挿入します。
■ リモートインストールの場合は、リモートコンソールシステムのCD/DVD-ROM
ドライブにインストールメディアを挿入します。Oracle ILOMリモートコン
ソールの「Devices」メニューから、「CD-ROM」を選択していることを確認して
ください。

■ ISOイメージを使用する場合は、リモートコンソールシステムからアクセスでき
ることを確認します。Oracle ILOMリモートコンソールの「Devices」メニューか
ら、「CD-ROM Image」を選択していることを確認してください。

サーバーがスタンバイ電源モードになっていることを確認します。

サーバーをブートし、ビデオモニターまたはリモートコンソール画面のブート画面
を注視して、プロンプトが表示されたら F9キーを押します。

プロンプトが表示されたら F9キーを押します。
Oracle System Assistantのメイン画面が表示されます。

始める前に

1
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注 –特に、サーバーにリモートでアクセスしている場合、Oracle System Assistantが
ブートするのにしばらく時間がかかることがあります。

最新のソフトウェアパックがあることを確認するには、「Get Updates」ボタンをク
リックします。

注 – Oracle System Assistantを更新するには、サーバーのWebアクセスが必要で
す。Oracle System Assistantをはじめて使用する場合は、ネットワークアクセスを設定
する必要があります。『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド』 (http://
www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)を参照してください。

4
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新規ソフトウェアリリースをチェックするには、「Check for Updates」ボタンをク
リックします。

更新が利用可能な場合は、その更新の readmeファイルが表示されます。

更新を取得するには、「Download and Apply Updates」ボタンをクリックします。

「Get Updates Sign-In」画面が表示されます。

MOS資格を指定します。

MOSユーザー名とパスワードを入力します。

サーバーは更新をダウンロードし、サーバーのリブートを尋ねるポップアップを表
示します。

「OK」を選択します。

サーバーがリブートし、Oracle System Assistantを再起動します。
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OSをインストールするには、「Install OS」ボタンをクリックします。

「Install OS」画面が表示されます。

「Supported OS」ドロップダウンリストから、インストールするOracle VMの
バージョンを選択します。

「Select the media location」セクションでインストールメディアの場所を指定しま
す。

これはOS配布メディアの場所です。

インストールにリモートコンソールを使用する場合は、「Devices」ドロップダウン
メニューでリモートメディアの場所を選択します。

「Select boot disk」セクションで、「Boot disk」リストからブートデバイスを選択し
ます。

これは、OSをインストールするデバイスです。

注意 –データの損失。OSのインストールによって、ディスクの内容が消去されま
す。選択したディスク上のデータはすべて消去されます。

10

11
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13
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「Install OS」をクリックします。

プロンプトに従ってインストールを完了します。

サーバーがブートします。

■ 必要に応じて、Oracle VM Managerをインストールします。参照先:

http://download.oracle.com/docs/cd/E20065_01/index.htm

■ 29ページの「Oracle VMインストールの完了」

Oracle VM Serverのインストール (手動)
Oracle VM ServerのインストールにOracle System Assistantを使用しない場合は、ソフ
トウェアを手動でインストールするための次のいずれかの手順を参照してくださ
い。

■ 25ページの「Oracle VM Serverをインストールする (ローカルメディアまたはリ
モートメディア)」

■ 27ページの「Oracle VM Serverのインストール (PXE Server)」

▼ Oracle VM Serverをインストールする (ローカルメ
ディアまたはリモートメディア)
15ページの「Oracle VM Serverのインストールの準備」の手順に従います。

Oracle VM Server配布CD/DVDを挿入するか (まだ挿入していない場合)、15ページ
の「インストール環境の準備」で選択した方法に対応する ISOイメージ配布メディア
にアクセスします。

14

15

次の手順

始める前に
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サーバーの電源を入れるか、リセットします。

コンソールに BIOSメッセージが表示されます。

メッセージで一連の選択肢が表示されたら、F8キーを押します。

しばらくして、ブートデバイスを選択するメニューが表示されます。

リストからブートデバイスを選択します。

ISOイメージを使用する場合は、物理CD/DVDまたは仮想CD/DVDからブートでき
ます。

制御がメディア上のOSインストールプログラムに移ります。

ブートプロンプトで、Enterを押します。

ソフトウェアをインストールするには、プロンプトに従います。

Oracle VM ServerとOracle VM Agentソフトウェアがインストールされます。

詳細については、次にあるOracle VM Serverのインストールドキュメントを参照して
ください。

http://download.oracle.com/docs/cd/E20065_01/index.htm

■ 必要に応じて、Oracle VM Managerをインストールします。参照先:

http://download.oracle.com/docs/cd/E20065_01/index.htm

■ 29ページの「Oracle VMインストールの完了」
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Oracle VM Serverのインストール (PXE Server)
このセクションでは、PXEネットワーク環境からOracle VMサーバーをインストール
する方法について説明します。このセクションでは、次のトピックについて説明し
ます。

■ 27ページの「PXEサーバーのインストール要件」
■ 28ページの「Oracle VM Serverをインストールする (PXE Server)」

PXEサーバーのインストール要件
この手順では、次のいずれかのソースからインストールメディアをブートすること
を前提にしています。

■ Oracle VMソフトウェアCDまたはDVDセット (最小バージョン 3.0) (内蔵または
外付けCD/DVDドライブから)

■ Oracle VMソフトウェアCDまたはDVDセット (最小バージョン 3.0) ISO DVDイ
メージまたはKickStartイメージ (ネットワークリポジトリ)

Oracle VM PXEインストールを実行する前に、次の要件を満たしている必要がありま
す。

注 – KickStartは自動インストールツールです。システム管理者はこのツールを利用し
て、通常は一般的なOracle VMのインストール中に入力される、インストールと構成
のパラメータの一部またはすべての設定値を含めた、単一のイメージを作成できま
す。通常、KickStartイメージは 1つのネットワークサーバー上に配置され、インス
トール時に複数のシステムによって読み取られます。

■ KickStartイメージを使用してインストールを行う場合、次の操作が必要です。
■ KickStartファイルを作成します。
■ KickStartファイルを含むブートメディアを作成するか、またはネットワーク上
でKickStartファイルを使用できるようにします。

■ PXEを使用してネットワーク経由でインストールメディアをブートするには、次
を構成する必要があります。

■ インストールツリーをエクスポートするネットワーク (NFS、FTP、HTTP)
サーバー。

■ PXEのブートに必要なTFTPサーバー上のファイル。
■ PXE構成からブートするサーバーのMACネットワークポートアドレス。
■ 動的ホスト構成プロトコル (DHCP)。

PXEサーバーのインストール要件

27



▼ Oracle VM Serverをインストールする (PXE Server)
PXEネットワーク環境が正しく設定されており、Oracle VMのインストールメディア
をPXEブートで使用できることを確認します。

サーバーをリセットします。例:

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」 >「Power Control」を
クリックし、次に「Action」リストから「Reset」を選択します。

■ Oracleローカルサーバーで、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを約 1
秒押してサーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサーバーの電源を
入れます。

■ サーバー SPのOracle ILOM CLIで、「reset /System」と入力します。BIOS画面が
表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要がありま
す。画面に表示される時間が短いため、これらのメッセージを注意して観察して
ください。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかま
いません。

BIOS画面で、F8キーを押して、一時ブートデバイスを指定します。
「Please Select Boot Device」メニューが表示され、使用可能なブートデバイスが一覧
表示されます。

「Boot Device」メニューで、PXEネットワークインストールサーバーと通信するよう
に構成されたネットワークポートを選択します。

ネットワークブートローダーがロードされ、ブートプロンプトが表示されます。プ
ロンプトで、インストールする PXEサーバーを選択できます。

インストールするPXEサーバーを選択します。
数秒後、インストールカーネルのロードが開始されます。

プロンプトに従ってソフトウェアをインストールします。

Oracle VM Serverがインストールされます。

Oracle VMのドライバを更新します。

■ 必要に応じて、Oracle VM Managerをインストールします。参照先:
http://download.oracle.com/docs/cd/E20065_01/index.htm

■ 29ページの「Oracle VMインストールの完了」
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Oracle VMインストールの完了

次の各トピックでは、Oracle VMソフトウェアのインストールを完了させる方法につ
いて説明します。

タスク リンク

サーバーシステムツールをインストールしま
す。

29ページの「サーバーシステムツールにアクセ
スする」

特定のドライバを手動で更新します。 30ページの「Oracle VM NEMドライバをインス
トールする」

Oracle VMリソースの作成と管理について説明
します。

31ページの「Oracle VMリソースの作成と管
理」

▼ サーバーシステムツールにアクセスする
次の手順を使用して、Oracle System Assistant USBデバイスまたはOracleサポートサイ
トからOracle Hardware Management Packツール (追加ソフトウェア)にアクセスしま
す。Oracle Hardware Management Pack (Hardware Management Pack)は、ホストからの
Oracleサーバーの管理および構成に役立つツールを提供します。

Oracle System Assistantがシステム上にインストールされている場合は、Oracle System
Assistantの「Get Updates」タスクを実行して最新のツールが使用可能になっているこ
とを確認します。

次のいずれかを実行します。

■ 使用しているシステムにOracle System Assistantがインストールされている場合
は、サーバーOSからOracle System Assistant USBデバイスに移動します。

USBデバイスの名前は ORACLE_SSMです。

始める前に

1
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■ システムにOracle System Assistantがインストールされていない場合:

a. サーバーシステムの最新のツールおよびドライバをMy Oracle Supportサイトか
らサーバーにダウンロードまたはコピーします。

システムツールとドライバにアクセスする方法については、『Sun Blade X4-2B
設置ガイド』の「サーバーファームウェアおよびソフトウェアアップデートの
入手」を参照してください。

b. パッケージを解凍してファイルを展開します。

次のディレクトリに移動します。

OracleVM/version/Tools/hmp-tools

ここで、versionは、インストールされているOracle VMのバージョンです。

Hardware Management Packをインストールするには、次にあるOracle Hardware
Management Packのドキュメントを参照してください。
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmp

30ページの「Oracle VM NEMドライバをインストールする」

▼ Oracle VM NEMドライバをインストールする
シャーシに Sun Blade 6000 Virtualized 40 GbE Network Express Moduleをインストールし
ている場合、サーバーシステムドライバを更新するには、次の手順を使用します。

次のいずれかを実行します。

■ システムにOracle System Assistantがインストールされている場合は、Oracle System
Assistant USBデバイスに移動します。
USBデバイスの名前は ORACLE_SSMです。

■ システムにOracle System Assistantがインストールされていない場合:

a. サーバーシステムの最新のツールおよびドライバをMy Oracle Supportサイトか
らサーバーにダウンロードまたはコピーします。

システムツールとドライバにアクセスする方法については、『Sun Blade X4-2B
設置ガイド』の「サーバーファームウェアおよびソフトウェアアップデートの
入手」を参照してください。

b. パッケージを解凍してファイルを展開します。

2

3

次の手順

1

Oracle VMインストールの完了

Sun Blade X4-2B Oracle VMサーバーインストールガイド • 2013年 9月30

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E50704&id=SBYIGgnces
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E50704&id=SBYIGgnces
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E50704&id=SBYIGgnces
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmp
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E50704&id=SBYIGgnces
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E50704&id=SBYIGgnces
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E50704&id=SBYIGgnces


OVM Install Packドライバディレクトリに移動します。
OracleVM/version/Drivers/NEM-SOL

ここで、versionは、インストールされているOracle VMのバージョンです。

ディレクトリにはドライバのインストール手順が含まれています。

ドライバをインストールします。

サーバーを再起動します。

31ページの「Oracle VMリソースの作成と管理」

Oracle VMリソースの作成と管理
Oracle VM Server (とOracle VM Agent)およびOracle VM Managerをインストールした
ら、仮想リソースを作成および管理できます。

次のことを行うことができます。

■ 共有ストレージリポジトリを作成します。耐障害性のために、このストレージを
使用している複数の仮想マシンをクラスタ構成で設定できます。共有ストレージ
のオプションには次が含まれます。
■ iSCSI (インターネット SCSI)ネットワークプロトコルを使用するOCFS2 (Oracle

Cluster File System)
■ SAN (Storage Area Network)を使用するOCFS2
■ NFS (ネットワークファイルシステム)
■ マルチパスフェイルオーバーを備えたパーティション

■ 仮想マシンのサーバープールを作成します。
■ そのサーバープールに仮想マシンを作成します。

詳細については、次にあるOracle VMのインストールドキュメントを参照してくださ
い。

http://download.oracle.com/docs/cd/E20065_01/index.htm

関連情報

■ Oracle VMのドキュメントについては、次を参照してください。
http://download.oracle.com/docs/cd/E20065_01/index.htm

■ 21ページの「Oracle VM Serverのインストール」

2

3
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次の手順
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